Appearance of extended ferromagnetic states in Lieb-ferrimagnetic models by strongly-correlated effect by 渡部, 祐己 & 宮下, 精二
TitleAppearance of extended ferromagnetic states in Lieb-ferrimagnetic models by strongly-correlated effect
Author(s)渡部, 祐己; 宮下, 精二










大阪大学 大学院理学研究科 渡部 祐己1































く ) く 〉








ll NagaokaFerro. SpiralState Para(disconnect) Para(disconnect)
10 SpiralState SaturatedFerro. Singlet Singlet
9 SaturatedFerro. SpiralState Singlet Singlet
8 Singlet Singlet Singlet Si事lglet
表 1:電子数 7-11の基底状態の磁性
出現しているのに対し､PAALでは調べた全ての電子数において非磁性であった｡この結
果は､まず ｢平坦バンドの存在は強磁性的状態を作り出すのに一般には不充分であること｣
を示している｡
更に10サイトと16サイト系のODの結果を見てみる｡(表2)ここでも高電子数領域は
(長岡の定理が適用出来ないので当然だが)1ホールを除いて強磁性状態となっている｡こ
のことは強磁性状態の出現に重要な構造は局所ループ構造であるということを示している｡
またここで､この結果は長岡の定理が適用出来ない格子において広い電子数領域で強磁性
が現れた初めての例となっていることを注意しておく｡
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1hole Disconnect Disconnect
2holes SaturatedFerro.SaturatedFerro.
3holeS slnglet SaturatedFerro.
4holes slnglet SaturatedFerro.
表 2:ホール数 1-5の基底状態の磁性
4 得られた描像
今までの結果で強磁性的状態が現れた場合の様子をまとめてみよう｡ まず､いずれも高
電子数領域においてであって電子数を下げるとシングレットとなった｡ また局所ループ構
造は必ず存在している｡これはこれまでに知られていた他の模型においても共通している｡
ここで更に長岡の定理の役割について考察する｡長岡の定理が適用できるためには1ホー
ルでconnectivity条件が満たされることが必要であったが､ODやPAALにおいても実は
2ホール以上ならばconnectivity条件が満たされるのである｡即ち､ODで2ホール以上で
強磁性的状態が出現したのは､局所ループ構造の存在とconnectivityの回復にあったと考
えられる｡
これらの考察から我々は強磁性的状態の出現の機構に関して､次のような措像を得るこ
とが出来る｡それは ｢局所ループ上の電子の (量子力学的)運動によって局所モーメント
が作られ､それが更に相関し合いながら大域的な電子の (量子力学的)運動によって全体
の強磁性を形成する｣というものである｡この描像は､電子数を下げれば単位セルに平均
1ホール以上となり独立に運動し得るために強磁性とならないことや､またpAALでは局
所ループが存在しなかったためにそもそもモーメントが発生せず強磁性とならないことも
説明できる｡更にこの措像は､強磁性的状態をもつ他の模型においてち (局所モーメント
の発生の機構を､例えばスピン交換相互作用に置きかえれば)常に成立しており､その意
味で普遍的な措像となっているといえる｡(今回耗数の関係で省略した計算や議論の詳細
は【31を参照のこと)
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